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　本稿 は建築 史研 究 者 で 文化景 観学，子 ど もの 空 間，図 書館建築などに関 心を持 つ ア ビゲ

イル ・ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 図書館史研究 を研究史的 に 取 り上 げた もの で あ る 。 本稿 で は代表

作
「
すべ て の 人 に 無料 の 園書館 』 を含 め て ，ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 研 究 の 特徴 を 2 つ の 側 面 か

ら明 らか に した 。 従来の 図書館建築史研究 や カ ーネギ ー
図書館の 研究史の 中 で の 斬新さ と

特徴，お よび図 書館 とい うス ペ ー
ス に 注 目 して の 女性や 利用者か らの 視点 に よ る図書館 の

捉 え返 し。そ う し た 特徴 を指摘 しつ つ ，い っ そ う盛 ん に な っ て きて い る
「
場 と し て の 図書

館」
へ の 歴 史的研究の 貢献 の 可 能性 と，こ の 視点 の 重 要性 を指摘 した。

1　 は じめに

　1980年代 以 降の 図書館 史研究 の 特徴 は 図書館 に た

い する批判的視座にある 。 さら に 1990年代以 降の研

究 は ，文化政治学的 ア プ ロ
ー

チ に影響を受け て お り，

批判的視座に加 え図書館を め ぐる文化現象に 内在す

る 権 力構 造 の 検 証 が分析 に 取 り人 れ られ る よ うに

なっ た 。 批判的分析 に お い て分析対象 となる の は 特

に階級 ，ジ ェ ン ダ
ー
，人種 な ど の 概念 で あ り，図書

館を こ れ らの 概念か ら再解釈する研究へ の取組み が

積 極 的 に 進展 し て い る 。 と りわ け ウ ェ イ ン
・A ．

ウ ィ
ーガ ン ドが 1990年代半ば か ら展開 して い る プ リ

ン ト ・カ ル チ ャ
ー・

研究 や リ
ー

デ ィ ン グ ・ス タデ ィ
ー

ズ は，歴史，文学，杜会学な どの周辺 領域 に わ た る

広 い 視野 か ら ， 例 えば エ ス ノ グ ラ フ ィ ッ クな手法 を

用 い て 図書館 や 読者 の 新 た な像 を描 き出そ う と す る

試み で ある 。 読み の 実践の 場 と し て ，公共図書館は

コ ミ ュ ニ テ ィ で 重要な位置づ け に ある 。 プ リ ン ト
・

カ ル チ ャ
ー

研 究 や リ
ー

デ ィ ン グ ・ス タ デ ィ
ーズ で は

図書館を含め読書行為を支え る社会的機 関 の構図 を

含め て 図書館 を議論 して い る1）

　
一

方 ，
ジ ェ ン ダーと い う分析 概念 を

， 図書館建 築

よ しだ 　 ゆ うこ　 筑波 大学 図書館 情報 メ デ ィ ア 研 究 科

か わ さ き　 よ したか　 京都 大学 大学 院教育 学研 究科

と い う物理 的枠紐 み か ら 分析 して きた の が ア ビ ゲ イ

ル ・ヴ ァ ン ス リ ッ ク で あ る。批判的図書館研究 の 目

的 は 図書館 を存 立 さ せ て い る 諸力 の 文化 政治 的構図

を明らか にする こ とに あり，ヴ ァ ン ス リ ッ ク の研究

は ，図書館建築 と い う領域か ら，ジ ェ ン ダ
ー
，階級

な どの視点で 図書館専門職の 本質を浮か び上 が ら せ

よ うと した 点 に お い て ，批判 的図書館研究 の 系列 に

位置づ ける こ とが で きる 。 代表作 に は 20世紀初頭 の

カー
ネギ

ー
図書館 と女性 図書館 員 を主題 とする

『
す

べ て の 人に無料 の 図書館i〕

が ある 。

2　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク と研究業績

　 ア ビ ゲ イ ル ・ヴ ァ ン ス リ ッ クは，現 在 コ ネ テ ィ

カ ッ 1・大学 の 美術史デ イ 1・ン 教授職 （Dayten 　Pro−

fesser　of　Art　History）の 職 に ある。美術 史学部 の

学部長 を担 っ て お り，建築 史や 建築 デ ザイ ン な どの

教育や 研 究 に 関 わ る 建築学 コ ース （Architectural

Studies　Program ）の 責任者 で ある 。 また地方建築

フ t 一
ラ ム （VernacUlar　 Architecture　 Forum ＞で

は会長 を務 め る とと も に ，建築 史学会 （Society　of

Architectural　 His 七〇rians （SAH ））で は 委員 に な っ

て い る 。さ ら に2006 年 に は コ ネ テ ィ カ ッ ト州 ニ ュ
ー

ロ ン ドン の ラ イ マ ン ・ア レ ン 美術館 （1、yman 　Allyn

Art・ Museum ）で 行 わ れ た 展 覧 会 「
商 業 と 文 化 ：

ニ ュ
ーロ ン ドン の ス テ イ ト街 におけ る建築 と社会 」
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で は
，

コ ネテ ィ カ ッ ト歴 史団体賞（Award 　of 　Merit

frGm　the　Connecticut　League 　of 正listory　Organi−

zations ）を受賞 して い る。こ の 展示 は ニ ュ
ー

ロ ン

ドン の 主要な商業地区 の 街路 の 建築 と社会的発農 を

扱 っ た もの で あ る 。

　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク の研究領域 は ア メ リ カ建築 と建築

にお けるジ ェ ン ダ
ー

問題，特定 の 土地 に おけ る固有

の建築 と文化景観学 ， 子 ど もの 空 間 ， 図書館 建築 な

どで あ り， 19世紀 と20世紀の ア メ リカ の 公 共建築を

主た る分析 の 対象 とする 。 方法論 と して は建築物へ

の 文化社会学 ア プ ロ
ー

チ を取 っ て い る 。 図書館関係

の 文献を中心 に 主要な業績 を
一

覧にする と次 の とお

りで あ る （
＊

印は 日本語訳が あ る 文献）
ω

。

　 1991 「カーネギ ーとア メ リカ 図書館の 改革」

　　 　
“‘The 　 Utmost 　 Amount 　 ef 　 Effectiv［sic】

　　　 Accommodation ’

： Andrew 　 Camegie　 and

　　　 the　Reform 　of　 the　American 　Library
，

”

　　　 Journα l　 of 　the　 Society　 of 　Architeetural

　　　 Historians．※博 士論文 の ダイ ジ ェ ス ト

　 1995＊ 「
す べ て の 人 に無料 の 図書 館 ：カ ー

ネギ
ー

　　　 図書館 とア メ リカ文化　1890一工920年 』 」野 ee

　　　 to　All’ Carnegie　Librαries αnd 　Americαn

　　　 Culture，1890一ヱ920．※ カ
ー

ネ ギ ー図書館

　　　 の 建築 の 包括 的研 究

　 ユ996 「

女性 と図書館浮浪人 ：ヴ ィ ク トリア朝時代

　　 　 の ア メ リ カ の ジ ェ ン ダ ーと公 共 ス ペ ー
ス 」

　　　
c‘The 　Lady 　and 　the　I．ibrary　Loafer：（沁 n −

　　　 der　and 　Public 　Space 　in　Vic七〇rian 　Amer −

　　　 icat
，

”

　Winterthur∫Portfolio※女性用閲覧室

　 2001 「
図書館員 と 図書館 」

‘‘The　 Librarian　 and

　　　 the　Library：Why 　Place　Matters；
”
　Librα r．

　　　 ies＆ Culture．※ 講演会記録

　 2DO3 「
図書館の 内側 ： ア メ リ カ図書館史に女性を

　　　 残す 」　
“ On　the　Inside：Preserving 　Women ，

s

　　　 History　in　American 　Libraries
，

”
　Restoring

　　　 Wb 恥 e酌 Histo℃y　 Through　 Historic　Pres−

　　　 ervation ．※ 歴 史的建造物の 保存 の 意義

　 2006＊ 「
楽 しみ の 管 理 ：図 書館 建 築 と 読書 の エ ロ

　　　　テ イ ク ス 」
“ Managing　Pleasure：Library

　　　 Architecture　and 　the　Erotics　of　Reading
，

，

　　　 in　The　Librα ry α S 　Ptα ce ： 正listOily，　 Com 一

　　　　η 翩 編 驫 α nd 　Cutture．※ ソ
ーシ ャ ル ・ラ イ

　　　　ブ ラ リ
ー

か ら戦後の 図書館 ま で を扱 う

　 2006a『

造 られた荒野 ：サ マ
ー

キ ャ ン プ とア メ リ カ

吉 田
・川 崎 ；ア ビゲ イル ・ヴ ァ ン ス リ ッ ク と図 書館 史研 究

　　　 青年の 形成，1890− 1960年』AManufuetzared

　　　 Wilcterness：　Summer 　Cαm ρs　an 〔i　thε　Shaping

　　　 ofAineric αn 　Youth
，
1890−1960．

　2006年に発表 された
『
造 られた荒野 ：サ マ

ー
キ ャ

ン プ と ア メ リ カ 青年の形成．1890− 1960年 』 が 最新

の 弔行書 で あ る 。 同書 は
， 子 ど もの サ マ

ーキ ャ ン プ

の 歴史的検討 を通 じて ，ジ ェ ン ダーや 健康概念，自

然 に 関 わ る 考 え 方 な ど を 手 が か りに
，

19世紀後半以

降の ア メ リ カ の 景観 と子 どもの社会化を分析 し て い

る 。 同じ テ
ー

マ の 研究に
「
ミ ネ ソ タ の サ マ

ーキ ャ ン

プ の テ ン ト と小屋二
）

や
「
ア メ リ カ の サ マ ーキ ャ ン

プ で の 台所 と食事礼儀 rが あ る 。

　 まず本稿で はサ マ ーキ ャ ン プ を扱 っ た近年 の 著作
『造 ら れ た荒野 』 を通 じて ，ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 研 究

手法 の 特微 を示 し，図書館研究に つ い て考 えて い く

た め の 手がか りとす る 。

『
造 られ た荒野 』 は20世紀

前半期の サ マ ーキ ャ ン プを後述する よ うな広 い 意味

で の 建築学的 な見地 か ら解 明 した業績 で ，ヴ ァ ン ス

リ ッ ク の 研究の手法や 分析視角 の 特微が 十分 に表れ

て い る 。

　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク に と っ て は，20．阯紀 の ア メ リ カ社

会 の 青少年生 活 に設定されたサ マ
ー一

キ ャ ン プを通 し

て ，近代 の 青少年期が社会的に どの よ うに構成 され

て い っ た の か を解明す る こ と が研究課題 で ある。研

究の狙 い は，ア メ リ カ社会に お ける広範な現象で あ

る サ マ
ー

キ ャ ン プ を取 り ヒげ て ，ア メ リ カ 社会 を成

立 させ て い る社会装置の 1 つ と し て サ マ
ーキ ャ ン プ

を 認識 し，そ こ に 埋 め 込 まれ た シ ン ボ リ ッ ク な現象

や 言説を通 じ て ア メ リカ社会を読み 解 くこ と にある 。

ア メ リ カ 社会に 広 く受容され て い る 文化 的事象 を分

析の 対象 と し て 取 り上 げる手法は
，

ヴ ァ ン ス リ ッ ク

の 研 究 の 特徴で あ る と い える。図書館研 究 も同 じ よ

うな認識を出発点と し て い る：
〕

　 分析 対 象 で あ る サ マ
ー

キ ャ ン プ は まず
「
文化 景

観」（cultural 　landscape＞と して と らえ られ る 。サ

マ
ー

キ ャ ン プ をめ ぐる景観 と サ マ
ー

キ ャ ン プ で の 社

会生活の 交 差部分 をみ て い くこ とで ，キ ャ ン プ の 全

体像 が検討 さ れ る 。
こ れ は サ マ ーキ ャ ン プ を構成す

る建物 と それ を使 っ て 活動 す る 人 間 の 関係性 を明 ら

か に し よ うとす る 試 み で あ る
7 ）

。さ らに サ マ
ー

キ ャ

ン プ をめ ぐる制度が，建築様式 とい う物埋的な形へ

と変換さ れ る プ ロ セ ス が 解明 さ れ る 1）

　 サ マ
ー

キ ャ ン プ は ア メ リカ社会 と 同 じ よ うに ，

ジ エ ン ダ
ー
，階級，人種の 概念が交差 す る場で もあ

3
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　 図書館 界

る 。 ヴ ァ ン ス リ ッ クは そ れ ぞれ の 概念 をサ マ ーキ ャ

ン プ と い う枠組み を通 して 観察す る こ と で ，こ うし

た概念をサ マ
ーキ ャ ン プが 補強 し

， 再生産 し て い る

こ とを指摘 して い る1）

　同書で は文化景観と して 研究対象 を把握する こ と

に よ っ て ，建 築史研 究が文化研究 へ と接 合 され，ア

メ リ カ研究の た め の 新 しい 領域が示され て い る 。 そ

こ に は 図書館研 究 との 共通 点がは っ きりと表 れ て い

る 。 す なわ ちジ ェ ン ダ ー
， 階級 ， 人種 とい っ た分析

枠組みが用 い られ て い る こ と，建築ある い は物 理的

様式を媒 介に して
， そ の 使わ れ方か ら特定 の 文化 的

営為の 置かれ た状況 や 関連 す る 人間行動を浮 か び上

が らせ て い る こ と
， 特定 の 文化活動 が 物理 的様式を

規定 して い くプ ロ セ ス を明らか に して い る 点な どで

あ る 。 ヴ ァ ン ス リ ッ クの 研 究 は
， す で に い わ ば 普遍

的な存在 として認識 され て い る文化的風景が，い か

に して そ の 自明性 を獲得 して い っ た か を明 らか にす

る こ とを目的と して い る 。 研究対象は 異な る もの の ，

本研 究 で 示 さ れ た 研 究 目的，研究手法 ， 分析視角は

図書館研究 の 場合と ほ ぼ 重 な っ て い る 。

3　 従来 の 図書館建築史研 究

　建築学の 研 究者 と して の ヴ ァ ン ス リ ッ クの 図書館

へ の ア プロ ーチ は ，従来の 図書館研究の方法論 とは

異 な り，図書館 と い う場所 そ の もの に焦点 を当 て る

もの で あ る 。 ヴ ァ ン ス リ ッ ク の研究の特徴 を把握す

るため に ， まず従来 の 図書館建築 を簡略 に取 り上げ ，

次章で は カ
ー

ネギ
ー

図書館の 歴史研究を まとめ て お

く。

　図書館建築史 を扱 っ た文献の 数は少な い もの の ，

ヴ ァ ン ス リ ッ ク 以 前 に もい くつ か 単行書 が 発表され

て い る 。 例 えば ドナ ル ド・オ ラ
ー

ツ は 1991年に刊行

し た 『
図書 と青 写真 ： ア メ リカ 公 立図書館 の 建物lo＞

で ，公 立図書館の建築を1850年か ら1893年，1894年

か ら1918年，1919年か ら1945年，1946年か ら⊥989年

の 4期 に分 け ， 各時期 の 建築 の 特徴 を設計 プ ラ ン
，

建 築家 ，予算 などか ら明 らか に して い る。しか しな

が ら 図 書館員 に よ っ て 執筆さ れ た 同 書 は ，ア メ リ カ

建築史全体の な か に個 々 の 図書館の 建物を位置 づ け

る とい う観点か らすれ ば，弱点が あ る と言 わ ざる を

えな い 。

　 こ の観点か らする と1982年に ミ シ ガ ン 大学か ら ［専

士 号 を 獲得 し た ケ ネス ・ブ ラ イ シ ュ の
「
ア メ リカ 小

規模公 立図書館 ：建築類型 の 発 生 と進tcli
，

は，建築

4
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史 の 研究者に よる図書館建築に つ い て の 史的研究で

あ る 。 ブ ラ イ シ ュ に よ る と
，

こ れ ま で 図書館建築 の

研究が少ない ととも に，大規模 図書館 を対象に図書

館 関係者 に よ っ て 記 さ れ て きた の で あ る 。 そ して ブ

ラ イ シ ュ は建築学の観点か ら19世紀後半の 小 規模公

立 図書館 に つ い て 総合的な分析 に向か うこ とに な る 。

同論文 は本文392頁，写真 や 図 な ど256頁，計648頁

とい う大部 の 力作で ある。20世紀 に 入 る以前に建 て

ら れ た公立図書館400館以上 を分析 し，建物だけで

な く，館 内平 面 図や館内配 置な ど も扱 っ て い るが ，

そ うした 場 が どの よ うな意味を持つ の か とい う点 ま

で は考察 して い な い 。 博士 論文 で は 「1850− 1890」

年と な っ て い る が
， 同論文は 1850年以前 の 図書館史 ，

図書館建築に 本文 の 3 分 の 1弱 をあ て て い る。ブ ラ

イ シ ュ は こ の 博 士 論 文を も と に テ ーマ を い っ そ う絞

り込んで ，1997年に
「
ヘ ン リ

ー ・ボブ ソ ン ・リチ ャ
ー

ドソ ン とア メ リカ小 規模公立図書館 ：類型研究y）
を

刊行 し た 。 同書は当時に あ っ て最 も重 要 で 影響力の

あ っ た 図書館建築家 と し て の リ チ ャ
ード ソ ン と小規

模公立図書館 の 関係を扱 っ て い る
。 第 1章

「
高貴 で

政 治的な生活の 拠点」 で は ，移民 の増大や 急速 に発

展する産業経済に対抗する ため に，ニ ュ
ーイ ン グ ラ

ン ドの 伝統的 な家父長制度や ビ ジ ネス の擁護者は ，

文化 を秩序 の維持に 活用 し よ うと し た とする 。
こ れ

が同書 の 基調 を設定す る 。 第 2 章で は 1875年 まで の

ア メ リ カ の 代表的な 図書館，す な わ ち ハ
ー

ヴ ァ
ー

ド ・カ レ ッ ジ，ボ ス トン ・
アセ ニ ア ム

， ボ ス トン 公

立図書館な どを含め て ，図書館建築史を概略 し て い

る 。 続 く各章は リチ ャ
ー

ド ソ ン が 設 計 した マ サ

チ ュ
ー

セ ッ ッ 州の ウ ォ バ
ー

ン （Woburn ），ノ
ー

ス
・

イ
ー

ス トン （North 　Easton ）， そ れ に ミ シ ガ ン 州 の

イ
ー

ス ト ・セ ギ ノー（East　Saginaw ）な どの 図書館

建築 を 詳細 に 検討 して い る 。 リチ ャ
ー

ドソ ン の 図書

館の外観は 中世の 教会の よ うで ，内部は薄暗 く，聖

な る場所 の よ うに見え る の だが ，そ れ は リ チ ャ
ード

ソ ン が まさに 意図 した こ と で あ っ た とい う。 そ の 意

図 とは
一

言で い うと，伝統の擁護で あ り，秩序 の 維

持で あ る 。 ブ ラ イ シ ュ は こ うし た 図書館 が ，機能 的

な建 物 を 求 め る ウ ィ リ ア ム ・プ ール （William　Fre−

derick　Poole）を中心 とす る 図書館指導者 か ら反論

を受け，建築家と図書館員に敵対関係が あ っ た こ と

も見逃 して は い な い 。 本書は リ チ ャ
ードソ ン 個 入 の

手書 き資料や リチ ャ
ー

ドソ ン の 建築事務所の 資料，

さまざまな図書館の原資料 を駆使 し，
．．
級 の研究書
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で ある 。 またほ とん ど各ペ ー
ジ に 図書館の 外観や 内

部 ， そ れ に平 面図 な ど が で て お り， 読み 物 と して も

楽 しめ る 。 しか し，博士論文 と同 じよう に ，そ うし

た 図書館 内部 の 空間 が ど の よ う に使 わ れ ，
ど の よ う

に変容 して い くか とい っ た こ と，す なわち図書館員

と 図書館員の か か わ り，図書館員と 利用者 の 関 わ り，

お よびそ れ らと空 間との 関係 に つ い て の分析 はなさ

れ て い な い 。

　なお リ チ ャ
ードソ ン に つ い て は 1987年に建築史の

研究者 ジ ェ イ ム ズ ・
オ ゴ ー

マ ン が 『H ．H ．リチ ャ
ー

ドソ ン とア メ リ カ 社 会の 建築様式『
）

を刊行 し て い る 。

ブ ラ イ シ ュ が 図書館 に絞 っ た の に た い して
， 教 会 ，

学校，役所 ，議事堂 ，私邸 ，刑務所 ，学術 団体 の 建

物，大規模な卸売 り店 ， 駅 舎な ど，リチ ャ
ー

ドン の

建築全体 を紹 介 し検 討 して い る a オ ゴー
マ ン の 特徴

は
， お の お の の 建物の 詳細な建築学的 な考察で は な

く，イ メ
ー

ジと して の 建築，社会的 プ ロ グ ラ ム の 内

実 を 具体 的 に表明す る もの と して の 建築様式 に焦点

をあ て て い る点に あ る 。
こ の 視点は，リチ ャ

ー
ドソ

ン が 意識 的あ る い は無意識 的 に 最 も心 に抱 い て い た

の がイ メ
ー

ジで あ る との オ ゴー
マ ン の認識 に よる 。

と 同時 に
，

こ れ ま で の 建築 史 の 研究 が
， 建 築学 上 の

個別な詳細を扱 っ て い た こ とへ の 批判で もあ る。

　 な お 2001年 に は ヴ ァ
ージ ニ ア ・マ コ ーミ ッ ク が

『
オ ハ イ オ 州 の教育 関係 の 建 痴

41
を刊行 した。同書

は オ ハ イ オ州 で の 小中高等学校，大学 ， 博物館，音

楽堂，オ ペ ラ ハ ウ ス な どで 骸史的な建造物か ら現在

に至る代表的な建物を取 り上 げ ， 写 真や平面図 を多

用 して 説明して い る 。 そ こ で は第 7 章を図書館に あ

て
， リチ ャ

ー
ドソ ン の 図書館建築 ，

カーネギ
ー

図書

館，そ れ に ク リーヴ ラ ン ドや シ ン シ ナ テ ィ の 公立 図

書館な ど を取 り上 げて い る ：
’）
Xi本的に は ，教育関係

の建築 を歴史的 に 通 覧 した もの で ，そうした建造物

を特定 の 視点や方法で 探 求し て は い な い
。

　 こ の よう に 図書館 史研 究お よ び建築史研 究か らの

業績 をか い ま見た の だ が
， 本節で 取 り上 げる ヴ ァ ン

ス リ ッ ク の 場合 ，同 じように建築 をテ
ー

マ に して い

る もの の
，

ア メ リ カ 建 築史の 全体的 な 理 解 に もとつ

く各個体 の物理 的特徴 の 記述 に と ど ま らず，物理 的

観点 を図書館 の 思想や 理念 に 結 び つ け て い く手法 に

特徴が あ る 。 そ れ も抽象的な思想 や 理念 に結び つ け

る とい うよ り，そ うし た ス ペ ース とス ペ
ー

ス を活用

す る 人 と の 関係性 ，
さ ら に ス ペ ー

ス を活用 す る 人 と

人 との 関係性 を探 っ て い く手 法 に 特徴が ある，，そ し

吉 田
・
川 崎 ：ア ビ ゲ イ ル

・
ヴ ァ ンス リ ッ ク と図書 館 史研 究

て分析は図書館 の 外観だけで な く，図書館 の 内装，

備品な ど に及ん で い る
。

4　 従来の カ
ー

ネギ ー
図書館の研 究史

　 カーネギ ー図書館に か か わ る業績は 図書館関係文

献 で は か な りな数 に な る 。本 節で は カ ー
ネギ

ー
図書

館 に的を絞 っ た単行書をい くつ か取 りヒげる こ とで ，

研究 の 発展 と現状 を示 して お く。単行本 と して 最 も

早 い の は，1968年刊行 の デ イヴ ィ ッ ド ・マ ク レ オ ド

の
『
ウ ィ ス コ ン シ ン 州 にお け る カ ーネギ

ー
図書錨

5）

で あ る 。 本書は 題名が 示すよ うに ウ イ ス コ ン シ ン 州

に 限定 し て ，カ ー
ネ ギ ー

図書館 の 実 態を詳細に 探 っ

た業績 で あ り，後述 す る ジ ョ
ージ ・ボ ビ ン ス キ ーの

業績が総論 とすれば ，
マ ク レ オ ドの 本 書 は各論 と い

え よ う。第 1 章 の 章題
「
ア ン ダ

ー
ソ ン 大佐 の 図 書

館」 と い う標 題が示す よ うに ，
カー一ネギ

ー
の 少年時

代の 図書館利用経験か ら説 き起 こ し，自助努力 と教

育機会 の 提供 とい う観点 か ら ， 住 民 の 近 い と こ ろ に

小 さな図書館 を数多 く寄付 し た とま とめ て い る 。 第

2 章で は ウ ィ ス コ ン シ ン 州 に は 1901年か ら 1915年 に

かけ て 60の 自治体に 63の 図書館建物を寄付 した こ と，

こ の 60の 自治体 の 内56は す で に 公 立 図書館 を有 し て

い た こ とを明らか に して い る Q こ の こ とか ら ウ ィ ス

コ ン シ ン 州 の 場合 ， 公立図書館設置 よ りも図書館へ

の 関心 の 高揚 ， 図書館サ
ービ ス の 向上 が重要 に な る

と指摘 し て い る 。 さ ら に カ ーネギ ー
の 寄付を当初 に

拒否 した 自治体は 11で ，そ の うち 6 つ の 自治体は後

に寄付を受領 し て い る 。 続 く第 3 章で は カ ーネギ ー

図書館 の 建物 を扱 っ て い る 。
こ の 最初の 3 つ の 章は

確か に 「カーネギ ー
図書館」 を扱 っ て い る の だが，

後半の 3 つ の 章はむ し ろ そ の の ち（第 2 次世界大 戦

後を 含 む ）の 図書館史，す な わ ち ウ ィ ス コ ン シ ン 州

の 小 さ な公 立図書館 に 関す る 要領 を得 た歴 史 に な っ

て い る 。 そ うし た 意味で ，本書は内容 と書名が
一

致

して い な い 。本書 の 欠点 は 2 つ あ る 。まず ボ ビ ン ス

キ ーの ミ シ ガ ン 大学へ の 博士号請求論文 「ア メ リ カ

公立図書館発展 におけ る ア ン ドリュ
ー ・カーネギ

ー

の 役 割1η に 目 を通 し て い な い こ とで あ る 。そ れ に

カ ーネギ ー ・コ ーポ レーシ ョ ン が 整理 して 保管 し て

い る カ ーネギ ーと各 自治体 とが 取 り交わ し た文書

（マ イ ク ロ フ ィ ル ム ） に あ た っ て い な い こ と で あ る 。

こ の 2 つ を活用 して い れば，い っ そ う充実 した図書

に な っ た で あ ろ う。

　 と こ ろ で ジ ョ
ー

ジ ・ボ ビ ン ス キ
ー

の 1966年博士論

5
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　 図書館 界

文は 196gq・になっ て 『カーネギ
ー

図書館 ：そ の 歴史

と ア メ リ カ 公 立図書館 の 発展 に た い す る影錨
8｝

との

書 名で ア メ リカ 図書館協会か ら刊行 され た 。 お そ ら

く
『
カ
ー

ネギ
ー

図書館 』 ほ ど ア メ リ カ 図書館史 で 待

望 さ れ て い た 図書は な い で あろ う。 そ し て ボ ビ ン ス

ee　一は 本書 の 刊行 に よ っ て 確 固たる名声を獲得 した。

本書は カーネギ
ー

図書館の特定の 側面 に課題 を限定

した もの で はな く，カ ー
ネギ

ー
図書館 の 全体像 を，

カ ーネ ギ ー・コ ーポ レーシ ョ ン が 所蔵す る 第 1 次資

料 を中心 に幅広 く渉猟 して 描 き上 げた もの で あ る 。

すな わ ち確固 た る デ
ー

タ を元 に カ ーネ ギ
ー

図書館の

全体像 を描 く こ とで ， そ の 後 の カ ー
ネギ

ー
図書館 の

研究を刺激 し，常 に引用され，参照 され る 業績に な っ

た 。 カ
ー

ネギ
ー

図書館につ い て常識 とされ る事柄 の

多 くが，こ の ボ ビ ン ス キ
ー

の 業績に依拠 して い る 。

　本 文 で は ，カ ー
ネ ギ ー

の 公 立 図書館 に 関す る 慈善

思想，図書館へ の寄付 を取 り仕切 っ た カーネギーの

私設秘書 ジ ェ イ ム ズ ・バ ー
トラ ム （James 　Ber ’tram），

図書館の寄付の 条件，カ ーネギー図書館の 建築，特

別 な寄付 （黒 人図書 館 を含む ）， 図書館 の 寄付へ の 反

対運動 （貧 しい 財政や労働団体 に よ る反対な ど），寄

付 が 実質化せ ず図書館が で きな か っ た 場合な ど，重

要 と され る こ とは余す こ と な く豊富な基礎的デ ータ

に よ っ て 解明 され て い る 。 カ ーネギ
ーは 1886年か ら

1919年 に かけて，ユ，412の ア メ リ カ の 自治体 に 1，679

の 図書館 を寄付 し，そ の 総額 は 4，100万 ドル に 達 す

る 。 ボ ビ ン ス キ ーは付録 で 寄付を受け取 っ た自治体

の
一覧を作成 し，そ こ に は 自治体名，寄付 の 以前に

公 立図書館が存在 したか否か ，寄付の 額，それ に受

領年月 日を一覧にして お り，
こ の 表だけ で も圧巻で

あ る。そ ればか りで はな く，カ
ー

ネギ
ー ・コ

ー
ポ レ

ー

シ ョ ン が 経済学者 ア ル ヴ ィ ン ・ジ ョ ン ソ ン に依頼 し，

カ
ー

ネギ
ー

が図書館建設 か ら図書館 員養成 お よび ア

メ リ カ 図書館協会へ の 援 助 に方向転換 する こ と に

な っ た い わ ゆ る ユ915年 の ジ ョ ン ソ ン 報告
19〕

も扱 い ，

そ の 後 の 図書館状 況 もまじえて ，最終章で は カ
ー

ネ

ギ ー図書館 の 影響，評価 をまとめ て い る 。
こ の ボ ビ

ン ス キ ーの研究は
， そ の の ち の研究の 原点 とな っ た 。

す な わ ち ， 後続す る 研究 は ボ ビ ン ス キ
ー

が 示 した 内

容 を各論的 に深め る とい う方向 を とっ た。そ の 場合，

例えば州レ ベ ル に 限定 して 考察 し た の が 既述 の マ ク

レ オ ドの 業績 と い える 。

　 ボ ビ ン ス キ
ー

はカ
ー

ネギ
ー

の 寄付 が拒否 に あ っ た

自治体 も扱 っ て い た 。
こ れ に 的 を絞 っ た の が ，1993

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 VoL 　 61　 No ，1

年に刊行さ れ た 「拒否され た カ ーネギ ー ：図書館建

設 の 寄付金 を拒 絶 した コ ミ ュ ニ テ ィ tt　 1898− 1925

年1ω で ある 。 こ れ は ロ バ ート ・マ ーテ ィ ン を編者 と

する論集で ある が，論集刊行 の 経 緯は次 の とお りで

あ る 。 1983年 の こ と だ が ，W ．ウ ィ
ーガ ン ド は

「ジ ャ
ー

ナ ル ・オ ブ
・
ラ イ ブ ラ リ

ー ・ヒ ス トリ
ー

』

に 2 年間の 図書館史文献の展望 を執筆中，地方史の

雑 誌（West職 g厩 α History）にウ ェ ス ト
・
ヴ ァ

ー

ジ ニ ア 州 ホ ウ ィ
ーリ ン グ （Wheeling ）で の カ ーネ

ギ
ー

の 寄付が ，住民投 票 に よ っ て 拒否 され た と い う

論考に 目 が とま っ た。そ こ で は 石炭や 鉄鋼 の 労働指

導者が反対運動 を指導 した の で ある 。 グリ
ー

ン ウ ッ

ド出版社 の Beta　Phi　Mu 研究書シ リーズ の 編者で

もあ っ たウ ィ
ーガ ン ドは ， ボ ビ ン ス キ

ー
の

「
カ
ー

ネ

ギ
ー

図書館』 を参照 した。同書 の 基礎デ
ー

タ を活用

して カ ー
ネ ギ ー

の 寄付 を 明確に 拒否 した 自治体を47

とし，そ の うち26は市議会の決定，2ユは住民投票で

否決 され た と 整理 した 。 市議会 や 住 民投票 で の 否 決

の 主た る 埋 由は，増税へ の 反対や カ ーネギーの 「汚

れ た金」 の 受領へ の 拒否 で あ っ た 。 ウ ィ
ーガ ン ドは

こ の 点をさら に追求する価値がある と考え，R ．マ ー

テ ィ ン を編者 に 研究計画を立 て た 。 そ して ，ペ ン シ

ル ヴ ァ ニ ア ，ニ ュ
ーヨ ーク，イ リ ノ イ ・ミ シ ガ ン ・

オハ イオ，イ ン デ ィ アナ，ミ ズー
リ ・アイオ ワ ・ネ

ブ ラ ス カ， 7 つ の南部の コ ミ ュ ニ テ ィ ，そ れ に ピ ッ

ッ バ ー
グ と 7 つ の 章 を 設 けて ，お の お の に熟達 した

図書館史研究者 をあ て たの で あ る，， 各章の 執筆者は
，

R．ドゥ モ ン ト（Rosemary　R．　DuMont ＞，P．リチ ャ
ー

ズ （Pamela 　S，　Richards），　 F ，ス テ ィ
ー

ロ ウ （Freder−

ick　」．　Stilow），
　 D ．リ ン グ （Daniel　R　Ring），

　 J．タ ッ

カ
ー

（John　M ，　Tucker），　 D ．デ イ ヴ ィ ス ・ジ ュ ニ ア

（Donald （｝．　 DaVis
，
　 Jr．）な ど

， す で に定評 ある図

書館 史研 究者で あ っ た 。 そ して 可能な限 り広範 に第

1次資料 を使用する こ と
， そ れ に 先入観 な しに そ う

した資料 を読み解 くこ と を執 筆者 に 求 めた の で ある。

　 ボ ビ ン ス キ
ー

が 示 し た47の 自治体の うち，同書で

は 40の 白治体を取 り上 げて お り， 網羅性 は高 い と い

える 。 各執筆者 の 記述 か ら導 き出 された結論 には例

えば以 下 が あ る。組織的な労働組合か らの 反対は 予

想 に反 し て非常に少な く，寄付が 認 め ら れ な か っ た

理由は労働界 の 反対 で は な く， 純然 た る各 自治体 固

有の 理 由に よる。そ うした理由に関連する要因と し

て ，階級，女性，お よ び経済を指摘 し，そ れ らが 組

み 合 わ さ っ て い る と し た 。 同書 に よ れ ば
，
カーネ ギ ー
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へ の 寄付を申し込む とい う最初 の 段階で ，女性や女

性 ク ラ ブが果た した役割は大 きか っ た とい う。 しか

し寄付を得る には 毎年の 図書館運営費の 充当 に つ い

て 男性支配 の 市議会で の 決定が 必要で あ り，そ うし

た 過程で 組織的 な反対 を受け，政治的 に未熟 な女性

に よ る 運動 が失敗 に 終 わ っ た場 合があ る。 こ こ で の

女性の強調 は ，1970年代中葉以 降の 全般的な図書館

史研 究 で の 関心 を意識 しつ つ ，客観的 に 第 1次 資料

を読み込 ん だと こ ろ か ら浮上 して きた 歴史的事実と

い えよう。ボ ビ ン ス キ
ーは 自治体が寄付 を得 なか っ

た 理 由 と して ，既述 の 理 由を含め て 10を超え る 理由

（土地 の 問題，第 工次 世界大 戦 の 影響 ，い っ そ う多

額の 寄付 の期待 ，
地 元 の 慈善家に よ る寄付 の 申し 出

など）を提供 して い る。こ れ らの 理 由 につ い て ，
『
拒

否さ れ た カ
ー

ネ ギ
ー

』 は い っ そ う精緻な 研 究 を求め

て い る 。 それは単なる詳細 を明 らか にす るだ けで な

く，当時 の 自治体の 状況や 住民 の 関心 の 把握 と，そ

れに もと つ く図書館 状況 を理解 す る た め で あ り ，
い

わば全体像の構成 の ため の 各論の研究を求め る結果

に な っ て い る D

　 1992年 に ヴ ァ
ー

ジ ニ ア ・コ モ ン ウ ェ ル ス 大 学か ら

博 十号 を 獲 得 し た キ ャ ロ ラ イ ン ・レ ー
ザ

ー
マ ン の

「
リ ッ チ モ ン ドは図書館 を拒否 ：20世紀初頭 に おけ

る ヴ ァ
ージ ニ ア 州 リ ッ チ モ ン ド に お ける カ ーネギ ー

図書館 運動罕は，上 に 示 した
『
扣否 され た カ

ー
ネ

ギ ー
』 の 提言を実行する 結果 とな っ た 。 業績と して

は 「専士 論文が 1992年，
『
拒否 され た カ ー

ネ ギ
ー

』 は

1993年で ある が ，レーザ ーマ ン は先行文献を扱 っ た

部分で
『
拒否 され た カ ー

ネギ
ー

』 が il｝版過程 に あ る

こ とを認識 し て い る劉ボ ビ ン ス キ ーは リ ッ チ モ ン ド

に ご く簡略に触れ て い る に す ぎず ，また
『
拒否 され

た カ ーネギ ー
』 は リ ッ チ モ ン ドに触れ て い な い

。 と

い うの は rh議会 や 住民投 票 で の 拒 否が生 じた の で は

な い か ら で ある 。

『

拒否さ れ た カ ーネギ
ー

』 は カ ー

ネギ
ー

の 寄付 が拒否 され た 理由 と して ，純然 た る 各

自治体固右の 理 由を電視 して い た 。
レ ーザ ーマ ン の

酬究 はまさに固有 の 理 由を探 っ た 研究 と い える 。 そ

し て 大 きくみ る と社 会的要 因（人種 問題 を含 む），財

政的問題 （社会サ ービ ス の 優先順位 を含む），政治的

問題 な どを，カーネギ ー
の 寄付が 実現 し な か っ た理

由 と した。 こ の 研究 は ボ ビ ン ス キ
ー

お よ び 『
拒否 さ

れ た カ
ー

ネギ
ー

』 を受けた各論研究 とい え る だ ろ う。

　 最後 に セ オ ドア ・ジ ョ
ーン ズ が ユ997年に 発表 した

・
ア メ リ カ 全国 の カ ー

ネギ
ー

図書 館 ：公 共 の 遺産艶
）

吉 田 ・川 崎 1 ア ビ ゲ イ ル ・ヴ ァ ン ス リ ッ ク と 図書 館 史研 究

に触れ て お きた い 。 こ の 354頁 か らな る大部 の 図書

は，例えば 「ア ン ドリ ュ
ー ・カ ーネギ ー

」 ，

「公立図

書館 の 建物 」，
「
図書館 プ ロ グ ラ ム 」，

「
カ
ー

ネギ
ー

の

寄付へ の 反応」，「カ ーネギ ー
図書館 の 建築」．「カ ー

ネギ
ー

図書館 で の 活動 」 と い っ た 章 か らな る 。しか

し新 し い 知見を示す とい っ た点で は み る べ きと こ ろ

が な い 。 同書 は文献研究 が徹底 され て お らず，上記

の
「
拒 否 さ れ た カ

ー
ネ ギ

ー
』 を文献に あげ て い な い

な ど
， 研究面 か らみ る と 不十分 な著作で あ る 。 しか

し，多くの 逸話 は面 白く，また写真な どが ふ ん だん

に 入 り， さ ら に 読 みやす い とい う点で
， 研 究書 と い

う よ りも幅広 い 読者 を対 象 とす る図書 と して 大 きな

意義が あ る 。

　学術雑誌 で の 論 文 は指摘 しな い が，カ
ー

ネギ
ー一

図

書館 に ま つ わ る多 く の 側 面 に つ い て
， 課題 を 絞 っ た

高質 の 研究論文 が出 て きて い る こ とだ けを指摘 して

お きた い 挈カーネギ ー図書館 の 図書館 史研究で の 扱

い をま と め る と 以下 の ように なる。包括性 お よび基

礎的デ ータ や 1次資料 の 活用とい う点で ，ボ ビ ン ス

キ ー
の 業績 は

，
カ ー

ネギ
ー

図書館研究 の 基礎 をすえ

る確固た る研究 で あ っ た 。 そ の の ち，ボ ビ ン ス キ
ー

が 示 した 多くの 事柄 を各論的 に 深 く探究 す る 業績 が

図書お よび雑誌論文 とい うか たち で輩出 され て きた 。

さら に一般向け の 大部 の 啓蒙書 も出版 され た の で あ

る 。こ うした カ
ー

ネギ
ー

図書館の研究史をみ る と，

以下 に示すヴ ァ ン ス リ ッ ク の カ ーネギ ー
図書館に た

い す る ア プ ロ
ー

チ や 問題意識 は新鮮 なもの で あ り，

従来の研究史の延長 とい うよ りも，ま っ た く異な る

視点 と方法か ら の 接近 で あ る
。

5　 ヴァ ンス リ ッ クの視点と分析の枠組み

　建築学の研究者 と し て の ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 図書館

へ の ア プ ロ ーチ は ，従来 の 図書館研 究 の 方法論 と は

異な り，図書館 とい う場そ の もの に焦点を当て る も

の で あ る 。 19世紀末 か ら20世 紀初頭 に 建て ら れ た

カーネギ ー図書館が ヴ ァ ン ス リ ッ ク 自身の 研究対象

で ある が ， 例えば カーネギ ー
図書館の保存運動に 関

わ る 過程 で ，建物 の 外観だ け で な く図書館 内部を保

存す る必要性に つ い て も論 じて い る劉ヴ ァ ン ス リ ッ

ク はそ の 理 由に つ い て 次の ように 説明 して い る 。 図

書館 の 外観 は 図書館 で の 男性 の 活動 に 結 び つ くが ，

内装 は女性 の 活動 に 関係 して い る 。 そ の ため備 品 ，

家共な どの 内装 が 消失す れば，同時代 の 女性 図書館

員 の 活動 も失わ れ る こ と に な る 。 な お カ ーネギ ー図
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書館が設立 された 20世紀 の 初頭 は女性専門職 が出現

し た 時代 で あ り， 図書館 は 女 性専 門職 の 代表的 な 職

場で もあ っ た罰
　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 主 要 な 関心 は ，物理 的な 場 所と

ジ ェ ン ダ
ー ・シ ス テ ム の 関係 の 解 明にあ る 。 女性 の

仕事場を男性に よ っ て規定さ れ た物理 的な枠組み と

みな し，図書館の 内部空間をジ ェ ン ダ
ー抗争 の 場 と

して 把握 して い る 。 そ して 実際に 図書館で働 く女性

が
， 男性 に よ る業務 の 制御 を ど の よ う に と ら え た の

か，また そうした枠紐み を い か に して 打 ち破 っ て

い っ た の か と い う こ と を明 らか に し よ うと す るZ7，

　図書館界 に お い て 女性の 地位は男性 よ り明 らか に

低 く， 少数 の 男性 幹部 が 女性 の 業務 を制御 し て い た 。

女性は男性 に劣 っ た専門職 と して とらえ られ て い た

が ，そ うし た 見方は女性 専門職の 働 く空 間に映し出

され て い た18］ただ し制御 された空間で 働 く女性 の 職

場は 図書館だ けに 限 らな か っ た 。 20世紀初頭の 女性

専門職 の 職場で は物理 的環境 （部屋，備 品，家 具）

が 女性専門職を拘束 して い た 。 女性は専門的な家具

や テ ク ノ ロ ジ ーに 囲 まれ，余分 な動 きを許可 され な

か っ た の で ある （専門職 とい える か 否か は ともか く，

ヴ ァ ン ス リ ッ ク が例 示す る の は 広大な タ イ プ作業室

や電話交換室で ある）
29）

。

　 こ の ような状況 にあ っ て女性図書館員は さまざま

な手段 で ，自らの 身体的動 きと考 え方を拘束する職

業空間 と の 関係 を断 ち切 ろ うと試 み て い る 。 ヴ ァ ン

ス リ ッ ク はそ の 例 と して ，子 どもへ の サ
ービ ス を指

摘 し
「児童図書館員は貸出机 と い う保護 され た 区画

か ら踏 み 出 した。……図書館 に お け る 己 の 専 門職 と

して の 貢献は
， 貸出机に依存する の で もな く，また

ライブ ラリ
ー ・ビ ュ

ー
ロ
ー

が売 り出す多 くの 労働節

約攫 の 用品に頼る もの で もな い こ と に気づ い た 。 そ

うで は な く，図書館員 と して の 有効性 は ，想像 力，

表現力，声，ジ ェ ス チ ャ
ーとい っ た個入 的な属性 に

左右 され る こ とを知 っ た の で ある 」 と そ の様子 を描

写 した ID屠 し て 女性 図書 館員が新た なサ
ービス を 模

索 しなが ら，男性に よ っ て 規定 され た職業空間を脱

出 して い くプ ロ セ ス を物理的空間に焦点 をあ て て 明

ら か に し て い る ：
1）

最終 的 に は 「
要 す る に

， 図書館 の

建物 は 図書館業務 の 多 くの 側 面 を高めは したが ， も

は や 図書館活動 の 閉 じられ た宇宙 と して 設定され て

は い な か っ た の で ある望と結論 づ け た の で ある 。
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6．1 公共図書館 の女性利 用者 ：女性用閲覧室の研究

　すで に紹介 し た よ うに ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 図書館 に

関 わ る代 表的 な研 究 は カ ー
ネギ

ー
図書館 を扱 っ た

『
すべ て の 人 に無料の 図書館 ：カ

ー
ネギ

ー
図書館 と

ア メ リカ文化 　1890− 1920年』で ある 。 業績
一覧（第

2 章参照）や 注 3 で 示 したよ うに ，そ の 他に もい く

つ か 図書館 に 関連す る 論文 が あ る が
，

こ こ で は 同書

より前の時代 を研究対象 とした 1996年の 論考
「

女性

と 図書館浮浪 人 （library　 loafer）：ヴ ィ ク トリ ア 朝 時

代の ア メ リ カ の ジ ェ ン ダ
ー

と公 共ス ペ ー
ス 掣を取 り

上 げる 。

「すべ て の 人 に無料 の 図書館』 と 「女性 と

図書館浮浪人 」 はい ずれ もジ ェ ン ダ
ー

と図書館空 間

の 関係性 を扱 っ て お り，そ の 意味で は研究 テ
ー

マ と

して 共通点を有する 。 しか し前者が主 と して 女性図

書館員に分析の焦点が 当て ら れ て い る の に た い し，

後者は女性利用者が分析対象 とな っ て い る 。

　 本論文 「女性 と図書館浮浪人 」 は ヴ ィ ク ト リア時

代 の ジ ェ ン ダー ・シ ス テ ム と そ の 理念 的基 盤 を女性

用閲覧室 とい う空間 か ら分析 した もの で ある 。 女性

用 閲覧室 は ，男性利 用者か ら女性 を隔離 す る た め に

18世紀中頃か ら19世紀末に か けて設置 され た図書館

内 の ス ペ ー
ス で ある。全米各地 に カ ーネギ

ー
図書館

が 設置さ れ た20世紀初頭 に は衰退 し て い る 。

　 同論文の H 的 は，空間が特定 の 社 会組織に 及 ぼ す

影響 を明 らか に す る こ とに あ る 。 すなわちヴ ィ ク ト

リア時代 の ジ ェ ン ダ
ー ・シ ス テ ム を，女性専 門職 を

多く擁 した図書館 とい う物理 的な環境 との 影響 関係

に よ っ て 浮か び Eが らせ よ うと 試み る翠ヴ ィ ク トリ

ア朝時代 は，図書館だけ で な く百貨店をは じめ とす

る店舗 や 公共輸送施設な ど の 公的 な空間 で
， 性 別分

離 （sex −segregatien ）が行われ て い た 。 ヴ ァ ン ス リ ッ

ク は 先行研究 を手が か りに，そ うし た性別分 離の 背

景 にある 同時代 の 女性 の 社 会的位置 づ けに つ い て 論

じて い る朗

　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク に よ る と，ヴ ィ ク トリ ア朝時代の

性別分離は女性 を家庭内の 存在 と みな し，男性社会

か ら 隔離す る た め だ け の 物理 的な政 策で は なか っ た 。

性別分離は図書館 に お ける ジ ュ ン ダーの位置づ けを

示す文化政治的な制度で あ っ た 。 ま た性別分 離 は 同

時代 の 女性 の 社 会進出 を背景に した もの で もあ っ た 。

女性 はヴ ィ ク トリ ア 朝時代 に 家庭 内 の 家事か ら公共

の 家 政 的 業務 （municipal 　 housekeeping）へ 進 出 し
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たの で あ り，同時代 の ジー・ニ ン ダ
ー ・シ ス テ ム は 女性

が公的空間に存在す る こ と を妨げ るもの で はなか っ

た。むろん公 共の場 に お ける男女の位置づ けは明ら

か に異 な る もの で あ り， 性 別分 離 は そ の 差異 を表現

する
一

端 を担 っ て い た の で あ る
3

飯なお性的分離が

女性 の 公的空間へ の 進出 を促 し た と い う立 場 を取 る

研究者 （例 えば Lynne 　Walker ）と，性的分離 に よ っ

て 女性 が 社会的 に 差別 さ れ 締 め 出 さ れ た と い う考 え

方を取 る研究者 （例えば Mary 　R ．　Ryan ）が い る）
37）

。

　
一

方，図書館 の 場合，1850年代 まで は女子禁制の

空間 とされ て お り，男性 の ため の 公 的施設 と して の

位置づ けで あっ た 2s）　IS50年代以 降に女性が 図書館と

い う空 間に 進 出す る に あ た っ て は，複数の 理 由か ら

特別な措置が 必要と考え られ た 。 まず女性利用者は

一．一
般 の 男性利用 者と は 異 な り，従来 の 図書館 の 秩序，

すなわち学究的な読書空間を乱す存在と し て とらえ

られ て い た 。女性 は フ ァ ッ シ ョ ン 雑 誌 や 娯楽雑誌 を

求め て 来館 し，そうし た 目的は従来の 図書館の 目的

と は 相 容れな い ぎさ ら に 図書館 は 女性利用 者 を図書

館浮浪人（library　 loafer）と呼ば れ る労働者階級の

利用者 か ら守 る 必 要が あ っ た 評

　 1880年代 に な る と女性用閲覧室は
一

般的な設備 と

な っ た 。 同時代 の 図書館 は家父長制度 の 比 喩的存在

で あ り男性主体 の 機関 と して 想起 さ忙
⊥）

女性閲覧室

は ヴ ィ ク トリア朝時代 の 家族 の 結束力 の 象 徴 で あ る

居間を模 し て い た 。 女性 閲覧室は 図書館 の 他の 場所

とは明 らかに異 なる雰 囲気 を持 つ 場所 として 設置 さ

れ た。詰め物 を した長 い す ，丸テ
ー

ブ ル ，カ
ー

ペ ッ

ト， ドレー
プ な ど

， 女性閲覧室 に置かれ た家具 は家

庭的 な雰囲気 を配慮 した もの で あ っ たi2）
　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク は女性 閲覧室 が 設置 さ れ な い 図書

館が あ っ た こ とに着 日 し，女性 の ため の
「
特定 の 設

備 」 が 存在 し な い 例 か ら，女性分離施設 の存在意義

を浮 か び上が らせ て い る。例 えば マ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ

州の よ うに女性閲覧室が ほ とん ど設置 さ れ て い な い

場所 で は ， 図 書館利用者 は性差 で はな く， 中産階級

とい う特定 の 階級 と し て み な され て い た とい う解釈

を 導 き 出 し て い る
’
13〕ま た 西部 地 域 に は

， 女性 ク ラ ブ

に よ っ て 設 立 された公共 図書館 があ っ た 。 そう した

女性 の 手に よ る 図 書館 に ，家庭 を模 し た 女性 的内装

が 見 ら れ な か っ た こ と に もヴ ァ ン ス リ ッ ク は注 口 し

た 。女性 自身 が 考 える 図書館 と は，家庭 的な 空 間 で

はな く事務的な空 間で あ っ た禦男性が考え る 図書館

内の 女性利用者の あ り方と，女性自身が とらえ る図

吉 田 ・川 崎 ：ア ビ ゲ イ ル ・ヴ ァ ン ス リ ッ ク と 図書館史研 究

書館利用 との 聞 に は 明 らか に 隔 た りが あ っ た こ と が

示 され て い る。

　女性閲覧室 は家庭内の 居間を模 した もの で は あ っ

た もの の ，異 な る 面 も存在 した。例 えば居間は 家庭

の 中心 に位置 し て い た が ，女性閲覧室は 図書館 の 中

心 か ら は 遠 ざけ ら れ た 。そ の 結果，女性 閲覧室 は図

書館浮浪人 と距離をお い た の だが，レ フ ァ レ ン ス ・

ル
ーム な ど の 図書館 の 知的活動が 活発 に 行 わ れ る 空

間か らも遠 ざけられた の で あ る  
｝

　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク は こ の 論文 で 建築設計図 に基づ く

女性用閲覧室の位置づ け，内装，備品などの 精査 に

よ り， 実証 的 に 女性用閲覧室を検証 して い る 。 そ の

結果，女性用閲覧室が ジ ェ ン ダ
ー ・シ ス テ ム を具現

化 し た もの で ある こ とを示 し，そ れ が 同時代 の 図書

館 の 社会的秩序 の 維持 の た め の 装置 として機能して

い た こ とを指摘 して い る 、， 女性の保護iは女性閲覧室

の 機 能の
一

画 に す ぎず ，女性 分離 は物理 的分離 の み

な らず，図書館 と い う空間 に お け る 社会的分離 をも

意味 して い た。す なわち女性 閲覧室 は女性性 を強調

し，女性利 用者を男性利用者 と は
一

段劣る存在 と し

て 固定化す る 装置 で あ っ た 卸

　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク は さ ら に20世紀初頭の女性用閲覧

室 の 衰退 につ い て も言及 して い る 。 衰退 の 主 たる原

因は，図書館専門職とい う新た な職業が 台頭 し，そ

れ に と もな い 図書館サ
ービ ス が新 た な段 階 に人 っ た

こ と に あ っ た9：）新 しい 図書館サ
ービ ス は利用対象者

を従来 と は異な る存在 として 把握 した 。 サ
ービ ス 対

象者 として と りわ け着目 された の は子 どもで ，女性

利用者は 相対的 に軽視 され た 。 また 労働者階級 の 図

書館浮浪 入 は図書館利用者 で はな くア ウ トサイ ダ
ー

と し て と ら え ら れ
， 図書館内で 女性利用者 を保護す

る必然性 は認 め られ な くな っ た響つ ま りヴ ァ ン ス

リ ッ ク は，20世紀初頭 の 図書館サ ービ ス の 新た な 展

開が利 用者 の ジ ェ ン ダ
ー

や階級 の 差異 を克服す る方

lfiN三向か っ た と結論づ けて v ・るlg）

　 「
女性 と図書館 浮浪 人 ：ヴ ィ ク トリア朝時代 の ア

メ リ カ の ジェ ン ダ
ー

と公 共ス ペ
ー

ス 」 は女性用 閲覧

室 と い う物 理 的 な枠組み か ら 同 時代 の ジ ェ ン ダー ・

シ ス テ ム を分析 して い く と い うヴ ァ ン ス リ ッ ク の 方

法論 的枠 糸Hみ が明確 に 示 され て い る 。また 本論文 で

は 中心 的な分析対象 とな る い くつ か の 拮抗する 概 念，

例 え ば男性対女性，中産階級対労働者階級が 示さ れ

て お り， 研究 の 特徴 で あ る 対抗 軸 の 設定 と そ の 関係

性の分析 とい う側面 が明確 に表明され て い る。

9
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6．2　公共図書館 の 女性専門職 ：
『すべ て の 人に無料

　　 の 図害館』

　次 にヴ ァ ン ス リ ッ クの 図書館研究の代表作で ある

「すべ て の 人 に無料 の 図書館 』 に つ い て み て い きた

い 。 ア ン ドリュ
ー ・カ ーネギ

ーが 19世紀末か ら20世

紀初頭に かけ て 行 っ た図書館へ の 慈善事業 は，ア メ

リ カ の 図書館史にお い て 最 も車 要な出来事で あ り，

ア メ リ カ の 公 共 図 書館数は 飛 躍 的 に 増加 し，そ の 数

は 工917年 まで に約1，700館 に達 し て い る 。 同書 は こ

の カーネギ
ー

図書館を詳細 に分析す る こ とに よ っ て，

図書館 の 役割や利用者 へ の 影響 力 を探 っ て い る 。

　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク が建築様式 との 関 わ りで着 目 した

の は
， 図書館專門職 の 多数を占め て い た 女性図書館

員 で ある。少数 の 男性 図書館幹部が多数 の 女性 図書

館員 を率い る 当時 の 図書館界 に つ い て は ，図書館史

の ジ ェ ン ダ
ー
研究 で す で に解明が進 ん で い る 。 そ う

し た研究は女性図書館員の 置か れ た地位 を，給与や

昇 進 な どの キ ャ リ ア 形 成 の 面 か ら明 らか に して き

た響一方，ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 研究は そ うし た研究 と

は一
線 を画す る 。 す なわ ち專 門職的技量 を 発揮す る

場所 と し て 設 定され た カ
ー

ネギ ー図書館 とい う職場

の 物理 的枠組 み と
， 女性専 門職 の 関係 を 研究す る こ

とで ，女性図書館員の存在意義を明 らか に しよ うと

して い る e

　 当時の 女性図書館員は専門教育を受けた プロ フ ェ ッ

シ ョ ナ ル で あ っ た に もか か わ らず ， 男性図書館員の

下 で補佐的 な仕事に従事 して い た 。 女性図書館員の

業務内容，職場環境は男性図書館員に よ っ て 与え ら

れ た もの で あ り，カ ー
ネギ

ー
図書館は 図書館専門職

の構図を具現化 し た もの で あ っ た 。 ヴ ァ ン ス リ ッ ク

は こ の 基 本的 な構図 を踏 まえた上 で ，内側 か らの 対

抗勢力 を実証 し て い る 。 すな わ ち女性図書館員が 図

書館設計 者 の 意図 と
， 設 定 され た持ち場 の 外 部 に 自

らの 図書館サ
ービ ス の 活路 を見出 して い っ た経路を，

同時代の 建築や 図書館の 内装，備品などを手が か り

に 明 ら か に し た の で あ る 。 女性 図書館 員 は まず 自 ら

を拘束す る場所 で あ っ た貸出机か ら離れ，さらに は

図書館 の 建物 の 外部 に 自らの 活動 の 新た な領野 を切

り開 い 規
1’

こ うした 女性図書館 員 の 反撃 は意識 的 ，

無意識的 に行 わ れ た の であ り，図書館 にお ける ジェ

ン ダーをめ ぐる 抗争 を物理 的な職場の様態 か ら明ら

か にする もの で ある 。

　 女性 図書館員に焦点 を 当 て る こ と に よ っ て ，同書

で は対置 され る概 念 で あ る 男性図書館 員や 図書館幹

10
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部 を同 時に 浮か び上が らせ て い る 。 本文に仕掛けら

れ た対立 的な枠組み の うち中心 と な る対抗軸 は，男

性対女性の対概念で ある。男性図書館指導者対女性

図書館員は，最 も明白な対抗概念 と して提示 され て

い る 。

「
男性は管理運営 の 地位 を支配 し，女性 は た

い して 権 威 の な い 薄給 の 地位 を満 たす よ うに 奨励 さ

れ塑て い た こ とが まず明 らか に され る 。 しか し本書

が 明 らか に す る の はジ ェ ン ダ
ー

をめ ぐる 抗争 だけ で

は ない
。

「訳者あ とが き」 で 川崎が 指摘 して い る よ

うに，同書 には多数 の 対 抗軸が設定され て い る罰例

えば図書館 の 建設 に 関 わ っ た 男性グ ル ープ が
，

ア メ

リ カ 生 まれ の エ リ
ー

トと ア メ リ カ に出自 を持 たな い

移民か ら構成 さ れ て い た た め
，

コ ミ ュ ニ テ ィ に お け

る図書館 の 役 割 に関 し て 意見対 立 が生 じて い た と

い っ た こ と で ある t”’

　利用者 もまた複数の 対立す るグ ル
ー

プか ら構成 さ

れ て い た 。 すなわ ち中産階級 の 利用者と労働階級の

利用者 で ある。中産階級 の 利用者 は 図書館 を学術 目

的 の ため に 訪れ，目的意識が明瞭 なの に たい し，労

働者 階級 は こ れ と い っ た 目的 が ない まま図書館を訪

れ ，新聞など軽 い 読み 物 を利用する野ヴ ァ ン ス リ ッ

ク は
， 図書館 幹部が こ うした 異 な る 層 を 分離する 政

策を取 っ て い た こ とを次の よ うに指摘 して い る 。

「市

美観（City　Beautiful ）地 区 にある 大規 模 な 中央館

（カ
ー

ネギ ーの寄贈 の有無 を問わ な い ） と，労働者

階級 の 近隣 コ ミ ュ ニ テ ィ に あ る は る か に つ つ ま しい

分館で ある 。 事実，こ の 2 種の 図書館 に み られ る形

の 上 で の 顕著な相違は ，特定的に は 図書館利 用 ， 広

くは都市 の 文化施設に関する階級的思想 の 緊張が，

持続 し て い る こ とを実証 して い る劉と分析 し，中央

館 と分館 とい う物 理的枠組 み で の 階級の 分離を明 ら

か に し て い る 。

　 さ らに ヴ ァ ン ス リ ッ ク は女性対男性 と して とらえ

ら れ て い た対抗軸を掘 り下 げ，図書館 をめ ぐる 専 門

職 の 台頭 と，そ の 台頭 に よ っ て位置 づ けが 明 らか に

低下 し た素人 の 図書館関係者（例 え ば 図書館 に積極

的に 関与 して い た女性 ク ラ ブ の メ ン バ ー，図書館学

校 を で て い な い 地方 の 中産階級 の 女性図 書館員 な

ど）の 存在 をも指摘 して い る：
7冫

い ずれ もカ
ー

ネギ
ー

の 図書館 プ ロ グ ラ ム とい う 1 つ の 物理的なプ ロ ジ ェ

ク トに よ っ て ，そ こ に 関係 し た 人 び との 言説 ， 思想 ，

行動 に 関わ る 複数 の 対抗軸 を重 ね る こ とで ，図書 館

をめ ぐる 複雑 な文化政 治的な要素 を浮 かび上 が ら せ

る手法が取られ て い る 。
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　1990年代以 降，図書館 史研究に お い て研究対象 と

な る図書館に没入するだけでな く，図書館 を存立 さ

せ て い る 諸力 の 文化政治的構図を明 ら か に する こ と

が求め ら れ る よ うに な っ た 。 本書 は 図書館建 築と い

う領域 か ら，図書館お よ び 図書館 専 門職 に作動す る

権力 を浮か び 上 が らせ る こ とに成功 して い る 。

6．3 場 として の 公共図書館 ：「楽 しみ の 管理 」

　 ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 最近 の 図書館 研究 は ，ジ H ン ・

ブ ッ シ ュ マ ン と グ ロ リ ア ・レ ッ キ ーが編集 した 『
場

と して の 図書館 ：歴史，コ ミ ュ ニ テ ィ，文 化 』 に掲

載され た論文
「

楽し み の 管理 ；図書館建築 と読書の

エ ロ テ ィ ク ス 劉で あ る 。 こ の 論文 は
『
すべ て の 人 に

無料 の 図書館』 で 示され た図書館の建築学的な検討

を ， 利用者 の 身体感覚 とい う側 面か ら探 っ て い る 。

時代 的 に は
「
女性と図書館浮浪人 ： ヴ ィ ク トリア朝

時代 の ア メ リ カ の ジ ェ ン ダ ーと公 共 ス ペ ー
ス 」 と 『

す

べ て の 人に無料 の 図書館 』 を通 して扱 い ，さらに第

2 次世界大戦後 に 至 っ て い る 。

　特 に 19世紀 末か ら20世紀初頭 は ア メ リカ の 公共 図

書館が ，専門職 の 台頭 に よ る新 た な段階 を迎え た 時

期で あ る 。 ヴ ァ ン ス リ ッ クは こ の 時代の利用者の読

書行為に焦点を当て て ，図書館 の 空間と利用者の 身

体感 覚の 関係 性を み る こ と で ，図書館が 潜在的 に持

つ 空 間として の 影響力に切 り込ん で い る 。

　 こ の 時代 の 大 きな変 化 は 公共 図書館 が 開架式図書

出納 シ ス テ ム を採用 し た こ とで あ り，ヴ ァ ン ス リ ッ

ク は
， 開架 シ ス テ ム を 取 る 図書館が 「建物が公 立 図

書館利用者 に蔵書へ の制限の な い 視覚的，触覚的な

ア ク セ ス を与 えた として も，
エ ロ テ ィ ッ ク な経験 を

奪 い 去る傾向に あ っ た」 と指摘する劉開架方式は利

用者の 自由を最大限に確保す る とみ る
一
般 図式 を批

判 し，む しろ 図書館 内部 の 設計 や 備品 に よ り
「
か つ

て な い ほ どの 身体的抑制を読者 に求め た」 こ とを，

図書館建築計画 の 精査 に よ っ て 指摘 して い る lo）

　 利用者の 身体的感覚に着日し た分析手法に よ っ て，

図書館 の 理念や 実践 を文献か ら解明 して い く従来 の

図書館史研究 の 方法論か ら は 得 る こ と の で きな い 図

書館の利用実態を明 らか にする こ とが で きる 。 本論

文 は
， 図書館 制度 の 存在 を 基盤 と して 図書館 の 場 が

規定 され るだ けで な く，建築物 と そ れを使 う利 用者

が ，図書館の あ り方を規定 して い る こ と を実証 的 に

解 明 した もの で ある包
1〕

吉出・川崎 ：ア ビゲ イ ル ・ヴ ァ ン ス リッ ク と 図書館 史研 究

7　 場 と しての 図書館 研究 ， 図書館 史研 究

　図書館建築を ヴ ァ ン ス リ ッ ク の よ うな観点 か ら 考

察 す る 研 究 と して は ，例 え ば 論集
『
場 と して の 図書

館 ：歴史 ，
コ ミ ュ ニ テ ィ

，
文化」の なか に

，
ア ダ ム ・

ア レ ン ソ ン に よ る論考
「
公 立図書館 の 時代 に先立 つ

公 共 の 図書館梦が あ る 。 同論文は副題
「
ア セ ニ ア ム

をは じめ とする 『
ソ
ーシ ャ ル ・ラ イブ ラリ

ー
』 の 備

品 と デ ザ イ ン の 解釈 ：1800− 1860年」 が 示す よ う

に
，
19世 紀 の 初頭 か ら 中葉 に い た る ア セ ニ ァ ム や

ソ
ー

シ ャ ル ・ラ イブ ラ リ
ー

の デ ザ イ ン ，装飾，備 品

の 検討に よ っ て
， 図書館 を支援 した エ リ

ート文化 ，

図書館 の 内容 を形 成 したエ リ
ー

ト文 化 を解明 して い

る 。
こ れ らの備品な どは こ の 種 の 図書館が 果 た し た

社会 的役割 を示 して くれる 。 ア レ ン ソ ン は社会学的，

人類学的，美術 史的，歴史的ア プ ロ ーチ を採用 して ，

こ う した 図書館 の 失 わ れ た詳細 を 浮 き彫 りに し ， 都

市労働者の余暇活動 も検討 した 。 ソ ーシ ャ ル ・ラ イ

ブ ラ リ
ー

の 建築や備 品 を 私 邸や新 し く創 ら れ た 公 共

ス ペ ー
ス の 建築や 備 品 と並 置す る こ とで ，ソーシ ャ

ル ・ラ イ ブ ラ リ
ー

の 建築や 備品 の 理解 を提供 した 。

そ うした理解 を通 して ，19世紀前半の 公 共の 図書館

の 意味を豊か に描 い た の で ある。

　 また 同じ論集
『
場 と して の 図書館 1歴史，コ ミ ュ

ニ テ ィ，文化』 に，ポ ニ ー ・マ ッ ク の 「図書館の神

話」 が掲載 され て い る23，こ の 論文 は 図書館 ス ペ ー
ス

の 文化的状況 を1428年の 文献
『

高貴さ の 起源に 関す

る 論争 』 （Buonaccorso 　da 　Mon 七emagno ，　Controversia

de　nobigitate ）を取 り上 げて検討 して い る 。

『論争 』

は高貴 さを何 で 測 る の か とい うこ とをめ ぐる 論争 で

あ る 。 1 人 の 女性を め ぐ っ て 2 入の 求婚者が あ らわ

れ ， 1 人 は出自の高貴 さ を主張 し，い ま 1 入は 出自

は 貧 しい もの の 姓格 の 高貴さを主張す る 。前者 は 家

系の よ さ を示す石碑な どが高貴さ を証明す る と主張

し，後者は家 に書斎 を持 つ こ と が高貴 さの 証明 に な

る と主張 した 。 こ の物語 を手が か りに ，マ ッ ク は書

斎 と い うス ペ ー
ス の 持つ 意味，図書館 の デザイ ン の

変遷 を論 じ（す な わ ち展 示 や 見 せ 物 と して の ス ペ ー

ス へ の転換。石碑 に相当す る ），
『
論争』 とい う図書

の
．
扱わ れ 方 ，分類 の さ れ 方 の 変 遷 （修辞学，騎 士 道

文学 ， 市民 的 ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム を 扱 う作晶〉 を た ど る 。

そ して 現代 の 物理的 な フ ラ ン ス 国立図書館 と 同書 の

さ まざまな収納場所 を示し て ，国立図書館が概念的

に破綻 して い る と論 じる 。
マ ッ ク は書斎や 図書館 と
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　 図書館 界

い うス ベ ー
ス の 社会文化的状況 を検 討 し た こ と に な

る 。 そ して 図書館 は集団的な知 的遺産 の 具体化 と考

えられ る が ，ワ
ー

ル ド ・ワ イ ド ・ウ ェ ブ が 21世紀 の

新 しい 図書館 と主張 して お り，図書館 の 定義 と社会

的役割は精査 さ れ て い る と論 じて い る 。

　 マ ッ ク は ワ
ー

ル ド ・ワ イ ド ・ウ ェ ブ が新 しい 図書

館 と把握 さ れ た りし て い る と記 して い る が ，確か に

情報技術 の 進展 に よ っ て
， 場 と し て の 図書館 ，ス ペ ー

ス として の 図書館 へ の 関心 は，肯定的で あれ否定的

で あれ高まっ て い る。例 えば
，

ユ ル ゲ ン ・ハ
ーバ ー

マ ス の 公 共圏の概念を現代の 公 立図書館に 適用す る

考えが あ る 。
ハ ーバ ー

マ ス の 公共圏 に 図書館 を位置

づ け る と と も に，新 自由主義 を批判 し た の が ジ ョ

ン
・ブ ッ シ ュ マ ン の 業績 『民主 的な公共圏と し て の

図書館望で あ る
。 さら に フ ラ ン ク ・ウ ェ ブ ス タ

ー
も

同 じ よ うに考え て い る
｛ilr））

　 また図書館，と りわ け公立図書館 と い う場 を ど の

よ うに考察する か に つ い て，示唆 を与え る 重 要で ポ

ピ ュ ラ
ー

な研 究書が出現 して きた 。例 え ば ，ロ バ ー

ト ・パ ッ トナ ム の 『孤独なボ ウ リ ン グ  
〉
は ，パ ッ ト

ナ ム 自身が 定義す る 「
社 会関係資本」 （social 　capi −

tal）が20世紀 の 前半期 か ら1960年頃 に か けて 増大

し，そ の 後 ， 急速 に減退 して い くこ とを示 し（例 え

ば，市民組織や 専門 職組織へ の 参加人数の変遷 など

で 証 明す る）， そ うした 社会関係資本の 再 生 ，コ ミ ュ

ニ テ d の 再 生 を訴 え て い る。なお社会 関係 資本 と は ，
「
人 び との結 び つ きを作 り， 信頼 と理解 の 紐帯 を確

立 し，コ ミ ュ ニ テ ィ を構 築す る27）もの をい う。ま た

2003年に刊行さ れ たパ ッ トナ ム とル イ ス ・
フ ェ ル ド

ス タイ ン の 共著 『
い っ し ょ に よ りよ く』 で は ，特に

第 2 章 を シ カ ゴ 公 立 図 書 館 の ニ ア ノ ー ス （Near

North）分館の 活動に あて ，社会関係資本 を構築 し，

持 続す る に つ い て の 公 立図書館 の 重 要性 を論 じた9S）

　 さ ら に レ イ ・オ ール デ ン バ ーグ は 『偉大 な良 き

場 19〕で ，第 3 の 場 （third　place ）と い う概 念 を 提 出

して い る 。 こ れ は 公 的 な場で もな く，私的 な場 で も

な い 中間的な場で ，家庭や職場 に い な い 時に ，そ の

人を見つ け出せ る場所 と し て 機能し て い る 。 具体的

に は カ フ ェ
，

パ ブ
，

コ ー
ヒ
ーシ ョ ッ プ ， 書店 ，

バ ー
，

美容 院な ど，多 くの 場 を い う 。 オ
ー

ル デ ン バ
ー

グ は

こ うし た第 3 の 場が コ ミ ュ ニ テ ィ の 構築に とっ て 非

常に重要で ある と強調 し ， そ うした 場 を概念化 した 。

オ ー
ル デ ン バ ー

グ は ，新奇性 ， 展 望，精神 的強壮剤，

友情 と い っ た個人的利益 とい う観点か ら，さ ら に 政

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Vol．　61　 No ，　1

治 的役割 ，
人 を結 び つ け る 習慣 ， 善 を促進 し統制 す

る機関 と して の 役割 ， リク リエ ーシ ョ ン の 精神 ， 良

識ある人 の 利用 と楽 しみ の ため の 公共的領域 の 保障

の 重要 1生とい っ た 社 会的効用 の 観点 か らも ， 第 3 の

場を重視 して い る 。 2002年に オ ール デ ン バ
ー

グ が編

纂 した 『
第 3 の 場 を 祝福 す る   は

，
全 国 か ら第 3 の

場 と し て 19の 例 を挙 げ て い る。例 え ば コ
ー

ヒ
ー

シ ョ ッ プ
， 書店 ， 体育館 ， 都 会 の 街並 み の 景 観 な ど

で ある が，図書館 自体は除外され て い る 。

　 こ うした ハ ーバ ーマ ス ，パ ッ トナ ム ，オ ー
ル デ ン

バ
ー

グ の 著作は，図書館 とい う場 の 歴史 と現状 を把

握する に際 し て，豊か な 洞 察を与え る 。 例 えば ジ ョ

ン ・ブ ッ シ ュ マ ン と グ ロ リ ア ・レ ッ キ ー
が編纂 した

『

場 と し て の 図書館』 に は ，オ ール デ ン バ ーグ の 枠

組 み を適用 した論文が い くつ かあ る 11ンまた 第 3 の 場

とい う枠組み を用 い た雑誌論文 もあ る劉な お オ ール

デ ン バ
ー

グが図書館と い う場 を第 3 の 場 として 取 り

上 げて い な い 理 山は明確 で ，第 3 の場で ある た め の

条件 の うち，最 も重要 な
「
会話 を主要 な活動 に す る 」

に合致 し ない か らで ある 。 オ ール デ ン バ ーグ は 図書

館 自体 を取 り上 げて い な い もの の ，『偉大な良 き場 』

に は第 3 の 場を代表する場 を写真 と して 示 し，そ こ

で は お話 し会や グ ル ープ活動 を示 す写真を組み込 ん

で い る。そ して お話 し会 や グ ル ープ活動 とい えば，

歴史的に 公立図書館が 展 開 して きた活動 で もあ る 。

そ の 点 で ，オ
ー

ル デ ン バ
ー

グ は 図書館 へ の 認識 が 高

い とは 思 わ れな い が ，そ こ に は 公立図書館 の 当然 と

され て きた原則 が介在 して い る。す な わ ち，公立図

書館 は個人の読書，そ れ も黙読の 場で あ り， 会話は

原則 と して 禁 じ られ て きた とい う事実で あ る 。 た し

か に古典的な公 立図書館 の 主 た る 目 的 か らする と図

書館は 第 3 の場 に な りえな い か も しれ な い が，公立

園書館 が現 実 に 第 3 の 場 を抱 え て きた の も事実で あ

ろ う。

　 女性 ク ラ ブ や ソ
ーシ ャ ル

・
ラ イブ ラ リ

ー
，さ らに

は 初期公立 図書館 の 新聞閲覧室や 集会室，さ らに児

童室 に み られ る第 3 の 場 と し て の役割 ，
さ ら に今後

の 公立図書館が 果 たすべ き第 3 の 場 の 役割 を研究す

る の は
， 豊か な成果 を生 む で あ ろ う。そ れはまた，

ヴ ァ ン ス リ ッ ク の 業績
『

す べ て の 人 に無料 の 図書

館』 が 女性図書館員の 専 門職 と して の
「生 活 」 の 中

で 果 た した図書 館 の 実態 を豊 か に 解明 した ように ，

住民 の 生活 の 中 で 果 た し て きた図書館 の 実態 ， 住民

の 生活の 中で 果たすべ き図書館 の あ り方 を解 明す る
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こ と に な る 。
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◆特別研 究例 会 （第262回研 究例会）案内◆
　　　　　　　 一 図書館 法の 60年と現在

　 日本図書館研究会で は例年，評議員会の 開催 に あわ せ て特別研究例会 を開催 して きま し た 。 今年度は ，

間 もな く60年を迎 える 図書館法 に つ い て
， 戦 後図書館運動 の 展 開 と と もに 振 り返 る お話 を，塩見昇 口 図協

埋 事長に お 願 い し ま した 。

　本例会は，会員は も と よ り，広 く公 開 して い ます（参加 は 無料で す）。 事前中込等 も特 に 必 要あ りませ ん 。

ふ る っ て ご参加 くだ さい
。

日 時 ；2009年 5 刀 31H （日！！O ：30〜ユ2 ；10

会 場 ；京大会館

　　　　（〒 606−8305

　　　　 京都市左京区古田 河原町 15− 9）

　 　 　 　 TELO75 −751−8311

テ ーマ ：「図書館法の 60年と現在

　　　　 一・t一私的なか か わり ， 回想を軸に 一．一
」

発表者 ：塩 見　昇氏 （日本図書館協会理事長）

要 旨 12006 年12月の 教育基本法 「改正 ．F か ら08年

　　　　 6 月 の 図書館法改正 に至 る経緯 と，そ の

　　　　 「成果」 を活かす取 り組み 課題 に つ い て は ，

　　　　 こ の
・年余，幾度 か書 い た りお話 し た りし

　　　　て きた 。 今圖は少 し視点を変え て ，私 自身

　　　　の 図書館法 との 出会い や かかわ り，図書館

　　　　法 へ の 思 い を軸に，戦後図書館運動 の 展 開

　　　　 に 図書館法の 60年を重 ね て 振 り返る こ とで ，

　　　　図書館法が果た して きた意義 と役割をた し

　　　　か め た い 。 あ わ せ て
， 法 の 現 在 と こ れ か ら

　　　　 に つ い て もい くらか お話 しで きれ ば，と思

　　　　 う。

〈京大会館案内図 〉
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●京都 駅 よ り市バ ス D2 の りば （206）／ 「
京大正門前 」

　下 車

● 三 条京阪 よ り京都 バ ス 17番 の り ば （出 町 柳経由系

　統）／ 「
荒神 橋 」 下車

●京 阪電車 鴨東線／
「
丸太 町」 駅 下車徒歩 7 分
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